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福利厚生アウトソーシングサービスのトップカンパニーである株式会社リロクラブ（東京都新宿区、代

表取締役社長 岡本 盛 https://www.reloclub.jp/、以下当社）は、2202 年 3月 9日、経済産業省およ

び健康経営優良法人制度※1を運営する日本健康会議※2により、健康経営優良法人 2022（大規模法

人部門）に認定されましたことをお知らせいたします。 

 当社の社員全員が心身共に健康で、世の企業とその従業員やお客さまの健康づくりに貢献できるよ

う、引き続き健康経営®※3の取り組みを促進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

  ■「健康経営優良法人」認定への道のり 

株式会社リロクラブは「福利厚生倶楽部」を企業へサービス提供する中で、「健康経営」に

取り組む企業が抱える課題について多くの相談を受けてまいりました。 

企業が悩む課題に対してリロクラブは真摯に向き合い、自社で検証・実践し成功した事例

を「福利厚生倶楽部」入会企業と共有してまいりました。時には、当社が開発したサービスを

入会企業が思いがけない利用方法で成果を得て、逆にフィードバックされるなど、入会企業

と共に課題に取り組み健康の保持・増進活動を行ってまいりました。 

まさに、当社の経営陣・従業員、そして従業員の健康を 

願う入会企業の団結と努力が実を結び、このたびの 

「健康経営優良法人」認定へと繋がったと思っております。 

これからもリロクラブは、当社の健康に関する様々な事 

業活動を通じて、世の企業そして、その従業員やお客さま 

の健康づくりに資することで社会に貢献してまいります。 
 
 

2022 年 3 月 9 日 

株式会社リロクラブ 

健康経営推進役員 

https://www.reloclub.jp/company/health-management/       常務取締役 

                                               岡本幸二 
 
 

※1，2 参照：経済産業省ホームページ https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/kenkoukeiei_yuryouhouzin.html 
※3 「健康経営」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です 

https://www.reloclub.jp/
https://www.reloclub.jp/company/health-management/
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/kenkoukeiei_yuryouhouzin.html


＜健康課題への具体的な取り組みについて＞ 

リロクラブは「福利厚生倶楽部」入会企業や自社の健康課題において、ヒアリングを重ね問題解決のサ

ービスを数多く開発してまいりました。このたびの「健康経営優良法人」認定における取り組みでは、自社

で開発した様々なサービスを多面的かつ効率的に活用し成果を発揮しました。 

また、コロナ禍で在宅勤務時間が増える中、コミュニケーションの減少問題、団体施策の代替策など

を、当社のデジタルツールを活用しメンタル改善・健康増進へと繋げることができました。健康課題への具

体的な取り組みは以下の通りとなります。 

 

■女性の健康課題など健康リテラシー向上へのアプローチ 

多くの企業が挙げている「従業員の健康リテラシーの向上方法が見つからない」という課題において、

当社では「Relo 健康セミナー動画」を活用。従業員・管理者の 

立場別に女性の健康課題や高齢従業員への対応、睡眠障害 

など 15 ジャンルの動画を用いて教育をおこない健康に対する 

理解を強化し、能力を高めました。 

 コロナ禍にて対面セミナーが難しい状況の中、PCやスマホ 

で手軽に学べる「Relo 健康セミナー動画」は、従業員への 

負担も少なく、取り組みが難しかった健康施策もカバーする 

ことができました。 

 健康経営宣言をした後の、まだ運営に慣れていない健康 

経営プロジェクトメンバーにとってもスタートしやすい 

“はじめの一歩”でありました。 

 

■デジタルツールを駆使したコロナ禍での健康増進 

 コロナ禍により在宅勤務や行動制限が強いられる中で、いかに楽しく健康を保ち、増進させるかは、当

社にとっても大きな課題でした。「Relo 健康サポートアプリ」というスマートフォンで始められる企業と従業

員の健康関係は、テレワーク中の従業員の運動不足･食事の偏りを解消し、遠隔でも健康増進を促すこ

とができました。 ▶Relo 健康サポートアプリ https://www.reloclub.jp/health/app/ 

 「Relo 健康サポートアプリ」は“食事”“運動”“情報提供”の大きく３つの側面から AI アシスタントがタイム

リーに情報を発信します。手軽な運動動画の配信や、バランスのよいレシピ提供、季節感を取り入れた 

健康コラムなど、担当者の手を煩わせ 

ることなく従業員の健康をサポートして 

くれました。 

また、従業員は食事・運動・睡眠・気 

分などを入力することにより AI アシス 

タントから的確なアドバイスを受けられ、 

自身の健康課題への気づきによる行動 

変容が促されました。 

 コロナ禍で、従業員一人ひとりへの 

目が行き届きにくい部分を AI アシス 

タントがフォローしてくれることで、担 

当者の負担も軽減されました。 

 

さらに「Relo 健康サポートアプリ」のランキング機能を使ったリモートウォーキングイベントは､団体施策が

難しいコロナ禍でも全社員で参加できる健康イベントとして､年度内に個人戦･チーム戦の 2回が開催され、

とても盛り上がり、社内全体の健康増進のペースを引き上げました。特にチーム戦ではビジネスチャット

「JobTalk」を活用しチーム内で叱咤激励するなど､新たな健康コミュニケーションを生むことができました。 

 「Relo 健康サポートアプリ」を使用したイベントでは「健康インセンティブ」の仕組みから､入賞者やチー

ムへ健康ポイントが付与されました。「健康インセンティブ」は、日ごろの「Relo 健康サポートアプリ」への

入力や運動達成などに応じてもポイントを得ることができます。こうした日常の健康増進活動や健康イベ

ントで貯まった健康ポイントは、「福利厚生倶楽部」のポイントサービス「クラブギフト」と合算され、「福利

厚生倶楽部」のサービス使用に充てることができます。健康を意識し始めた従業員は頑張って得たポイ

https://www.reloclub.jp/health/app/


ントで新たにスポーツジムのサービス利用、運動補助器具の購入など自発的に健康プラスループを 

歩み始める結果となっていきました。 ▶ 健康インセンティブ https://www.reloclub.jp/fukuri/incentive/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 当社では「Relo 健康サポートアプリ」のお知らせ機能や、 

ビジネスチャット「JobTalk」を活用し、「健康経営」への 

理解、健康イベントへの参加・経過・結果発表などを全 

従業員に対して積極的に発信し続けました。 

在宅勤務が続くコロナ禍にて、従業員に健康経営の 

理念や取り組みを周知させるツールとしても「Relo 健康 

サポートアプリ」は活躍しました。 

▶ビジネスチャット JobTalk  https://www.reloclub.jp/service/jobtalk/ 
   

       

■感謝の見える化とメンタル PDCA 

 職場でのコミュニケーション不足は従業員のメンタル不全 

に影響を及ぼす上に、コロナ禍の在宅勤務体制はその影響 

を加速させる事態に陥りやすいとされています。当社では 

感謝の見える化を「RELO THANKS! AWARD」というポイント 

型サンクスカードを従業員に導入し、日常業務でのささやか 

な感謝の気持ちをメッセージとポイントを添えて贈り合うデジ 

タルツールの活用を促進しました。 

 ２０２１年より導入した「Relo エンゲージメンタルサーベイ」 

による組織状態の定点チェックでは、活発に「RELO THANKS!  

 AWARD」で感謝を贈り合っている部署の従業員は、利用頻

度の低い部署の従業員と比べスコアが良いことが分かりました。感謝の見える化は確実に社内コミュニ

ケーションを活性化させ従業員のメンタルケアに貢献している一方で、利用頻度が低くスコアの悪い部

署に対しての環境改善の必要性が浮き彫りとなり、次年度への課題が見えてきました。 

 このようにストレスチェック、「Relo エンゲージメンタルサーベイ」、「RELO THANKS! AWARD」などを多面

的に活用し、メンタル PDCA を回すことで、これからも心理的安全性の確保を行ってまいります。そして、同

僚への気遣い、思いやりといった相互扶助の風土を培い、従業員が安心してコミュニケーションを交わせる

職場環境を育み続けていきたいと思っております｡▶Relo ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾀﾙｻｰﾍﾞｲ https://www.reloclub.jp/health/engage-mental/ 

https://www.reloclub.jp/fukuri/incentive/
https://www.reloclub.jp/service/jobtalk/
https://www.reloclub.jp/health/engage-mental/


■福利厚生倶楽部連動型ポイントサービスと 

従業員のモチベーション 

当社では「健康経営優良法人」認定プロジェクト 

において、従業員が頑張れば頑張っただけベネ 

フィットを享受でき、健康増進に対するモチベー 

ションが高まる施策を「福利厚生倶楽部」をプラット 

フォームとした｢福利厚生倶楽部｣連動型ポイントサービスにて実

施してまいりました。「Relo 健康サポートアプリ」での日常の健康

努力から得られるポイント、リモートイベント等での「ポイント型健

康インセンティブ」による入賞ポイント、感謝や励ましを見える化し

た「RELO THANKS! AWARD（Relo ポイント型サンクスカード)」によ

るデジタルメッセージカードのやり取りは、「福利厚生倶楽部」の 

ポイントサービス“クラブギフト（Club Gift）”に集約され、従業員は 

１ギフト(=ポイント)の単位)からポイントを利用することができます。 

特に感謝を見える化した「RELO THANKS! AWARD」は、コロナ禍

における従業員間のコミュニケーションを活発化させるとともに、「健

康経営優良法人」認定プロジェクトによるリモートイベントや様々な

仕掛けにより、2020 年度 14,450 件、2021 年度は目標 18，000 件に

対し既に 2022 年 2 月末時点で 20，000 件以上が贈られており大幅

に目標を超える結果を創出しております(対象従業員数約 300 名）｡ 

▶ポイント型サンクスカード https://www.reloclub.jp/fukuri/thanks-card/ 

我々はこれらのコミュニケーションの活性化、チームワークの強化を通じて従業員エンゲージメントの

向上を果たせたと感じております。 
   

 最後に、リロクラブが検証・実施し成果を上げた施策は「福利厚生倶楽部」を通じて、入会企業への共 

有を図ってまいります。そのためにも、２０２１年度は希望者に「健康経営アドバイザー」取得支援を行い、

従業員の健康リテラシーの基礎力向上を図りました。これからはそれらを活かし、入会企業やお取引先 

における「健康経営」の支援も引き続き行ってまいりたいと思っております 
      

【企業概要】     

■株式会社リロクラブ 

   □所  在  地  ： ＜本社＞ 

〒160-0022 東京都新宿区新宿四丁目 2番 18号 

                  TEL：03-3226-0244  FAX：03-3226-0280 

                  https://www.reloclub.jp/ 

□設       立  ： 2001 年 8 月（事業開始：1993 年） 

   □資  本  金  ： 100 百万円（株式会社リログループ 100％出資） 

   □事 業 内 容  ： ・福利厚生代行サービス事業 

                 ・会員向け各種優待・特典代行サービス事業 

                 ・シニア向け生活支援サービス事業 

   □代  表  者  ： 代表取締役社長 岡本 盛 
 

≪本件に関するお問い合わせ≫ 
    

株式会社リロクラブ 
企画広報マーケティングユニット 企画広報マーケティンググループ 

Email：reloclub-pr@relo.jp 

広報グループ直通 TEL：050-3629-6493(ツシマ)  部門代表 TEL：03-3225-1730 

https://www.reloclub.jp/fukuri/thanks-card/
https://www.reloclub.jp/?utm_source=release&utm_medium=corporatesite&utm_campaign=191219-1
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